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参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ア
ダ
プ
ト
制
度
に

定住希望者住宅新築等補助制度
　定住人口の増加を促進し、活性化を図る目的で、賃貸
住宅居住や市外在住の皆さんが市内に定住するために新
築又は購入した住宅に補助金を交付しています。
◆補助額等
　対象住宅（居住部分）に係る固定資産税および都市計
画税相当額（固定資産税および都市計画税が新たに、平
成 25 年度までに課税されたものは３年間、平成 26 年
度に課税されたものは２年間補助）
※平成 26 年度に新規に課税される住宅をもって、この
制度は終了します。
◆申請手続き
　毎年、固定資産税および都市計画税を完納後に申請。

（2 年目以降の申請もそれぞれの課税年度内に申請が必
要となります）
◆申請期限

平成 25 年度課税分 平成 26 年 3 月末日

平成 26 年度課税分 平成 27 年 3 月末日

◆対象者（次のいずれかに該当する方）
①補助対象住宅の新築又は購入の契約日前２年以上、市
　外に居住していた方
②補助対象住宅の新築又は購入の契約日前２年以上、市　
　内の賃貸住宅に居住していた方
③親族が所有する市内の家に同居していた方で、他の敷
　地に住宅を新築又は購入し、当該親族と生計が別に
　なった方
◆対象住宅（次の①～②を満たす住宅）
①対象者が新築又は購入し、自ら住んでいる住宅
　（契約日が平成 22 年 3 月 29 日以降のもの、なお、
　西方地域は平成 23 年 10 月 1 日以降のもの）
②併用住宅の場合、非住宅の部分が 50㎡以下かつ建築
　物の延べ床面積の 2 分の 1 未満のもの
※既存住宅の建て替えや増築、中古住宅の購入は対象外。
★個々の該当の有無については下記へ。

 建築課 　　☎ 21 ‐ 2622
（2 月 3 日以降☎ 21 ‐ 2451）

 都市建設課 ☎ 43 ‐ 9215
 都市建設課 ☎ 62 ‐ 0908
 都市建設課 ☎ 29 ‐ 1105
 産業建設課 ☎ 92 ‐ 0314

平
成
25
年
度
学
童
保
育

春
休
み
利
用
申
込
受
付

　

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、

家
庭
で
の
保
護
指
導
を
受
け
ら

れ
な
い
児
童
を
対
象
に
、
春
休

み
の
期
間
中
の
み
の
学
童
保
育

利
用
申
込
み
の
受
け
付
け
を
し

ま
す
。

　

現
在
学
童
保
育
を
利
用
し
て

い
る
方
は
、
改
め
て
申
し
込
み

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象　

栃
中
央
小
、栃
三
小
、

栃
四
小
、
栃
五
小
、
南
小
、
大

宮
北
小
、
吹
上
小
、
大
平
・
藤

岡
・
都
賀
地
域
内
各
小
学
校
通

学
区
域
内
学
童
保
育

※
定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
込
ん
で
も
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法　

２
月
17
日（
月
）

～
28
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
用

紙
（
本
庁
、
各
総
合
支
所
及
び

各
学
童
保
育
に
あ
り
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
申
込
・
問
合
先

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先

 

こ
ど
も
課　
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５
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☎
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２
２
１
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健
康
福
祉
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健
康
福
祉
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☎
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‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
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☎
29
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０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
２

ま
た
は
各
学
童
保
育

　

ア
ダ
プ
ト
制
度
と
は
、
個
人
や
団
体
、
企
業

等
の
グ
ル
ー
プ
が
道
路
・
河
川
・
公
園
の
公
共

施
設
に
お
い
て
清
掃
や
美
化
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
市
民
参
加
の
制
度
で

す
。

　

市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
を
は
じ

め
、
清
掃
用
具
の
貸
出
、
草
花
の
種
や
球
根
を

配
布
す
る
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

き
れ
い
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

～
ア
ダ
プ
ト
制
度
の
流
れ
～

①
市
へ
連
絡
を
す
る

②
市
と
協
議
を
し
て
活
動
区
域
を
設
定
し
、
届

　

出
書
を
提
出
す
る

③
市
と
合
意
書
を
取
り
交
す

④
市
と
協
議
し
な
が
ら
清
掃
活
動
を
行
う

 

道
路
課 　

   

☎
21
‐２
６
３
８

（
２
月
３
日
以
降  

☎
21
‐２
４
０
８
）

 

河
川
緑
地
課 

☎
21
‐２
２
４
６

（
２
月
３
日
以
降  

☎
21
‐２
４
１
１
）

 

都
市
整
備
課 

☎
43
‐９
２
１
４

 

都
市
整
備
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
整
備
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
お
見

舞
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
11
月
30
日
現
在
、
総
額
は

８
６
，
３
３
８
，
３
５
５
円
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
は
、
次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

ま
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

石
川　

猛

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
３

市
政
発
展
の
た
め
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
22
日
、
会
社
設
立

１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
惣
社

町
に
支
店
の
あ
る
株
式
会
社
丹

波
屋
様
よ
り
１
０
０
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
＝
写

真
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
市
政
発
展

　

新
た
な
難
視
地
域
の
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
受
信
対
策
と
し

て
、
栃
木
大
森
テ
レ
ビ
中
継
局

が
平
成
26
年
２
月
に
開
局
し
ま

す
。

　

太
点
線
の

内
側
が
受
信
エ

リ
ア
の
目
安
で

す
。

　

エ
リ
ア
内
で

あ
っ
て
も
、
地

形
や
樹
木
な
ど

に
よ
っ
て
電
波

が
さ
え
ぎ
ら
れ

る
場
合
や
電
波

の
伝
搬
状
況
な

ど
に
よ
り
視
聴

で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
エ
リ
ア

外
で
あ
っ
て
も

受
信
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
受
信

す
る
に
は
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放

問合先
総務省 地デジコールセンター 0570 － 07 － 0101 
総務省 関東総合通信局 放送部放送課 03 － 6238 － 1944

日本放送協会（ＮＨＫ） 0570 － 00 － 3434
ふれあいセンター（受信相談）

（株）とちぎテレビ 028 － 623 － 0031（代表）
日本テレビ放送網（株） 03 － 6215 － 4444（視聴者センター）

（株）テレビ朝日 03 － 6406 － 5555（視聴者センター）
（株）ＴＢＳテレビ 03 － 3746 － 6666（視聴者センター）
（株）テレビ東京 03 － 5470 － 7777（代表）
（株）フジテレビジョン 03 － 5500 － 2005（視聴者センター）

地
デ
ジ　

テ
レ
ビ
中
継
局
開
局

  

法
定
外
公
共
物

（
赤
道
、
水
路
等
）
利
用

　
　（
使
用
）
の
際
の
お
願
い  

　

市
所
有
の
法
定
外
公
共
物
を

利
用
し
た
工
作
物
、
構
造
物
な

ど
の
設
置
行
為
、
並
び
に
用
途

廃
止
、
払
下
げ
な
ど
は
市
の
許

可
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
法
定
外
公
共
物
を
損

傷
し
た
り
、
無
断
で
使
用
し
た

場
合
に
は
、
５
万
円
以
下
の
過

料
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
市
の
許
可
を
受
け

て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※「
法
定
外
公
共
物
」と
は
、国
道
、

県
道
、
市
道
以
外
の
道
路
（
赤

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
次
の
事
を

守
り
、
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬

市立皆川城東小
市立皆川中

栃木
都賀JCT

栃木IC

市立吹上小市立
吹上中

東北自動車道東北自動車道

126

75
309

32

3732

市立
千塚小

栃木大森中継局
293

放
送
局
名

リ
モ
コ
ン
番
号

チ
ャ
ン
ネ
ル

NHK 総合 １ 44
NHK Ｅテレ ２ 38
とちぎテレビ ３ 41
日本テレビ ４ 48
テレビ朝日 ５ 51
TBS テレビ ６ 31
テレビ東京 ７ 40
フジテレビ ８ 50

【
栃
木
大
森
テ
レ
ビ
中
継
局
の
受
信
エ
リ

ア
の
目
安
と
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
】

（
偏
波
面　

水
平
偏
波
）

送
対
応
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と

受
信
機
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
い
受
信
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
最
寄
り
の
電
器
店
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

道
等
）
や
１
級
河
川
、２
級
河
川
、

準
用
河
川
以
外
の
河
川
（
水
路

等
）
な
ど
を
い
い
ま
す
。

 

道
路
課　
　

 

☎
21
‐２
６
３
５

（
２
月
10
日
以
降  

☎
21
‐２
４
０
３
）

 

都
市
整
備
課 

☎
43
‐９
２
１
４

 

都
市
建
設
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
建
設
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

都
市
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

は
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
す
る

▽
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い

（
散
歩
の
と
き
も
放
さ
な
い
）。

犬
が
人
を
咬
む
お
そ
れ
の
ほ

か
、
犬
が
被
害
者
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

▽
散
歩
時
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち

帰
る

▽
鳴
き
声
に
配
慮
し
、
ど
う
し

て
も
鳴
き
や
ま
な
い
時
は
、
家

の
中
に
入
れ
る
な
ど
工
夫
し
て

飼
う
よ
う
に
す
る

※
犬
の
し
つ
け
に
関
す
る
問
い

こ
と
は
、
県
動
物
愛
護
指
導
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い
で

▽
え
さ
を
与
え
る
と
野
良
猫
が

多
く
集
ま
り
、
フ
ン
の
害
な
ど

で
近
所
の
迷
惑
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
え
さ
だ
け
を
無
責

任
に
与
え
る
こ
と
な
く
、
飼
う

な
ら
責
任
を
も
っ
て
室
内
飼
い

を
し
ま
し
ょ
う
。

 

環
境
課       

☎
21
‐
２
６
０
１

（
２
月
10
日
以
降  

☎
21
‐２
１
４
１
）

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
１

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
８

県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
‐
６
８
４
‐
５
４
５
８

の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 

財
政
課　

   

☎
21
‐
２
３
０
１

（
２
月
３
日
以
降 

☎
21
‐２
３
２
１
）


